
令和７年度第２回「奈良・サマルカンド特別交流展」組織委員会会議録 

開催日時 令和８年２月１６日（月） 午後２時から午後３時５分 まで 

開催場所 奈良市役所中央棟５階 秘書広報課会議室 

開催形態 
非公開（奈良市情報公開条例第 7 条及び第 29 条に定める不開示情報を含む

ため） 

出 席 者 

委 員 

仲川会長、井上副会長、青柳委員、ウメロワ委員（駐日ウズベキ

スタン共和国特命全権大使アブドゥラフモノフ様代理出席）西

村監事、橋爪委員、橋村委員【計７人出席】 

（青柳委員及びアブドゥラフモノフ大使はオンライン出席、橋

本委員は欠席） 

オブザ

ーバー 

山中オブザーバー 

（山下オブザーバーは欠席） 

事務局 
観光経済部長、観光経済部次長、観光戦略課長、観光戦略課長補

佐、観光戦略課総務交流係長、主任学芸員、担当学芸員 

担当課 観光経済部 観光戦略課 

議 題 

又は 

案 件 

協議事項・報告事項 

（１）令和 8 年度「奈良・サマルカンド特別交流展」の予算（案）について 

（２）支援獲得状況について （報告） 

（３）奈良・サマルカンド特別交流展 全体工程（案）について 

（４）専門部会の活動について （報告） 

（５）協賛関連諸規定の整備について （報告） 

決定又は

取り纏め

事項 

１ 事業予算については承認 

２ 事業の全体工程については承認 

議事の概要及び議題又は案件に対する主な意見等 

１ 令和 8 年度「奈良・サマルカンド特別交流展」の予算（案）について 

・事務局より、令和 8 年度「奈良・サマルカンド特別交流展」の予算（案）について

資料を基に説明。 

・委員より、図録編集用の PC 費用とあるが、編集はどこでされるのか。 

・事務局より、図録編集は事業者に委託するが、図録データを市とやり取りをするこ

とが想定される。そのデータを扱うスペックのあるパソコンが現状市にないことか

ら購入し、市で使用するもの。 

 

２ 支援獲得状況について 

・事務局より、支援獲得状況について資料を基に説明。 



３ 奈良・サマルカンド特別交流展 全体工程（案）について 

 ・事務局より、奈良・サマルカンド特別交流展 全体工程（案）について資料を基に

説明。 

・委員より、1 点目、現地調査はこれまで 2 回実施したがもう一度実施し、作品の状

況をしっかり確認する必要がある。2 点目、博物館の展示レイアウトについて、相手

国の了承をとる必要があるのではないか。必要であれば、予算やスケジュールにも

大きく影響してくることが想定される。 

・事務局より、来年度 6 月に想定している現地での輸送調整の際に調査は可能。また、

博物館レイアウトについては相手国の同意は必要と考えている。現地調査の協議も

行いながら進めているところである。 

・委員より、この工程表は展示会のスケジュールであるが、市民の機運醸成のための

関連イベントやプログラム実施なども考える必要がある。 

 

４ 専門部会の活動について 

・事務局より、専門部会の活動について資料を基に説明。 

・委員より、事業スタート時に話を伺った際には、どうまとめて具現化していくのか、

かなり苦労があると思ったが、今回具体的な展開が示され、大変期待の大きい展覧

会となるように感じた。 

・委員より、映像を多用して、臨場感あふれる会場づくりに留意するべき。 

・事務局より、映像等の利用による理解の促進は重要と考える。 

・委員より、壁画は現在のサマルカンドの文化を表現しているのではなく、時代的に

古代のソグド人を描いたものである。ついては、現在の奈良とのつながりでという

よりも、どんな状態で発掘されたか、といった伝え方が重要になってくる。展覧会

を通じてのストーリー作りに工夫をするべき。 

・会長より、ストーリーが重要なのはご意見のとおり。 

 

５ 協賛関連諸規定の整備について 

・事務局より、これまで協賛を獲得する際の正式な規定が整っていなかったことから、

今回整備した規定をもとに、協賛を求めていくこととしたい。 

・委員より、シンボルマークやロゴの利用許諾等も検討するべき。協賛獲得活動や、

今後ＰＲ活動にあたって重要なアイテムとなる。お金だけでなく、物の協賛の受入

も検討する必要がある。 

・会長より、前向きに考えたい。 

・委員より、展示作品のモチーフやデザインには、植物文様など企業と関連性があり

そうなものも見受けられるので、こういったことを契機に企業に営業をかけるべき。 

・事務局より、ご提案いただいたことを取り入れ、様々な企業に声をかけたい。 

 

６ その他 

・事務局より、スケジュールについて説明。 



・委員より、しっかりとした体制を作り一緒によい展覧会を作っていきたいので、奈

良市でも実施体制を盤石なものに整えていただきたい。 

・会長より、ミッションを達成できる体制をしっかりと整えたい。 

・委員より、奈良市から出展予定の銅鏡について、サマルカンドで出土した銅鏡に同

じ模様であったという説明にとどめてはもったいないので、しっかりとした解説を

お願いしたい。 

・事務局より、今回の第 2 回現地調査で新たな知見も得られたので、ご意見を踏まえ

てしっかり解説していきたい。 

・会長より、事業予算について、全体計画についてはそれぞれご意見をいただき、ご

承認をいただいた。事務局は各ご意見を今後反映して進めてください。 

資 料 

【資料１】令和 8年度「奈良・サマルカンド特別交流展」の予算（案）に 

ついて 

【資料２】支援獲得状況について 

【資料３】奈良・サマルカンド特別交流展 全体工程（案）について 

【資料４】専門部会の活動について 

【資料５】協賛関連諸規定の整備について 

 


